


こやまさんとかとうさん

こやまさんと

 

かとうさんは

 

だいの なかよしです。

 

どこへいくにも

 

ふたり なかよく でかけます。



こうえん

ふたりが でかけた こうえんで

 

きれいな おはなを みつけました。

 

ねぇ、かとうさん きれいな おはなね。

 

こやまさんは いいました。

 

ええ、そうねぇ こやまさん。

 

ねぇ、かとうさん これは なんていう なまえ？

 

こやまさんは ききました。

 

かとうさんは、その おはなの なまえを しりませんでした。

 

すこしの ちんもくのあと

 

また ふたりは あるきだしました。



じんじゃ

そのあと ふたりは

 

じんじゃへ いきました。

 

とりいを くぐるのは いけないと

 

まわりの ひとから いわれていたので

 

ふたりは そうっと

 

とりいの そとがわから

 

じんじゃに はいりました。

 

おさいせんばこに

 

おさいせんを いれようとして

 

こやまさんが かとうさんを みたとき

 

すこし かとうさんの かおが  おうどいろに なっていました。

 

こやまさんは みなかったことにして

 



おさいせんを いれました。



いちにちのおわり

そろそろ よるが ちかづいて きました。

 

こやまさんと かとうさんは

 

ふたり なかよく おまつりに でかけました。

 

そのころにはもう

 

かとうさんの かおには

 

けっかんが ういている じょうたいでしたが

 

こやまさんは みてみぬふりを していました。

 

ねぇかとうさん、このおまつりは なにまつり なんでしょうねぇ。

 

こやまさんは かとうさんに ききました。

 

かとうさんは なにのおまつりか しらなかったので だまっていました。

 

ねぇかとうさん、かみさまは いるのかしらねぇ。

 

かとうさんは とうとう おうどいろのかおで いいました。

 



こやまさんは、そうやって すぐ わたしに はなしをふる。

 

こやまさんは びっくりしました。

 

かとうさんは おこっていたのです。

 

おこって おうどいろになって

 

けっかんが ういていたのです。

 

こやまさんは いいました。

 

わたしは、かとうさんを しんじているから はなしをふるのよ。

 

かとうさんは びっくりしました。

 

しんじている、だなんて こやまさんの くちから でてくると おもわなかったのでした。

 

りゆうがわかった かとうさんは おいおいと ないてしまいました。

 

そのよこで こやまさんは めんちかつを たべていました。

 

なきおわった かとうさんが こやまさんをみると

 

もはや ろっこめの めんちかつを たべている ところでした。

 



しばらく かとうさんが しんださかなのような めで みつめていると

 

たべおわった こやまさんが かとうさんに むかって にっこりと ほほえみました。

 

その はぐきからは ちが ながれていました。

 

そして ふたり なかよく てをつないで かえっていきました。


